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佐
野
市
原
水
爆
禁
止
協
議

会
は
、
昭
和
33
年
に
佐
野
市

内
の
多
く
の
団
体
が
参
加
し

て
結
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
団

体
。
結
成
の
背
景
に
は
、
昭

和
29
年
の
ビ
キ
ニ
環
礁
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験

で
被
ば
く
し
た
第
５
福
竜
丸

事
件
に
よ
り
、
日
本
国
内
で

反
核
運
動
が
高
ま
り
が
あ
る
。

核
兵
器
の
廃
絶
を
目
的
に
、

会
長
は
歴
代
の
佐
野
市
長
が

務
め
、
婦
人
会
や
医
師
会
、

小
中
学
校
校
長
会
、
商
店
連

合
会
、
農
協
、
労
働
組
合
な

ど
の
多
く
の
団
体
が
参
加
し

て
い
る
。
長
い
間
、
市
の
教

育
委
員
会
が
事
務
局
を
担
当

し
て
い
た
が
、
昨
年
か
ら
佐

野
地
区
労
が
事
務
局
を
受
け

継
い
で
い
る
。

22
日
の
定
期
大
会
で
は
、

今
年
度
の
行
事
と
し
て
、
被

爆
者
救
援
カ
ン
パ
活
動
、
市

役
所
ロ
ビ
ー
な
ど
に
お
け
る

被
爆
写
真
の
展
示
、
「
広
報

さ
の
」
へ
の
啓
発
記
事
の
掲

載
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

へ
の
代
表
派
遣
な
ど
を
決
定

し
た
。
今
年
度
の
街
頭
カ
ン

パ
は
7
月
31
日
に
、
佐
野
市

イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
10
時
か
ら
12
時
ま
で

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
岡
部
佐

野
市
長
を
会
長
と
す
る
新
役

員
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、

新
し
い
事
務
局
長
に
地
区
労

の
小
野
議
長
が
就
任
し
た
。

今
年
度
は
城
東
中
学
校
の

岩
上
校
長
先
生
よ
り
、
来
年
、

城
東
中
学
校
の
修
学
旅
行
は

広
島
に
行
く
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
下

見
も
兼
ね
て
、
先
生
2
人
と

中
学
生
3
人
の
計
5
人
を
佐

野
の
原
水
禁
と
し
て
、
広
島

に
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。
中
学
生
な

ど
若
い
人
た
ち
に
こ
そ
、
広

島
や
長
崎
の
被
爆
の
実
態
を

見
て
来
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
た
こ
と
な
の
で
、
申
出
通

り
決
定
し
た
。
な
お
、
来
年

以
降
も
市
内
の
中
学
校
か
ら

持
ち
回
り
で
広
島
に
派
遣
す

る
こ
と
を
要
請
し
て
い
く
こ

と
も
決
定
し
た
。
今
ま
で
世

界
大
会
へ
の
派
遣
で
は
、
労

働
組
合
の
人
た
ち
を
中
心
に

人
選
し
、
親
と
子
の
ペ
ア
で

行
く
こ
と
を
追
求
し
て
き
た

が
、
こ
ん
ご
、
中
学
校
の
協

力
も
得
て
、
中
学
生
を
派
遣

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

定
期
大
会
の
前
に
開
催
さ

れ
た
役
員
会
に
は
、
広
島
に

派
遣
さ
れ
る
城
東
中
学
校
の

先
生
及
び
女
子
中
学
生
が
参

加
し
、
広
島
に
行
く
こ
と
の

抱
負
を
述
べ
た
。
岡
部
会
長

か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
原
発
の
事
故
が
続

く
中
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し

て
く
る
と
と
も
に
、
広
島
は

暑
い
の
で
健
康
に
も
留
意
し

て
元
気
に
行
っ
て
き
て
ほ
し

い
と
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
た
。

定
期
大
会
終
了
後
、
栃
木

県
原
水
爆
禁
止
協
議
会
の
福

田
事
務
局
長
が
、
福
島
の
原

発
事
故
に
つ
い
て
40
分
ほ
ど

講
演
し
た
。
福
田
さ
ん
は
、

今
回
の
事
故
を
受
け
て
「
命

が
大
事
か
電
気
が
大
事
か
」

が
国
民
に
問
わ
れ
て
い
る
と

し
て
、
原
発
に
代
わ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
訴
え
た
。
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佐
野
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会

保
険
は
加
入
し
て
も
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
話
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
確
か
に
毎
月

の
保
険
料(

掛
金)

は
毎
月
の

小
遣
い
よ
り
高
い
し
、
事
故

に
会
わ
な
け
れ
ば
保
険
金(

掛

金)

を
捨
て
る
よ
う
な
も
の
と

考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、

皆
さ
ん
、
良
く
考
え
て
み
て

下
さ
い
。
「
宝

く
じ
は
買
わ
な

け
れ
ば
当
た
ら

な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
も
加

入
し
な
け
れ
ば
保
険
金
を
受

け
取
れ
な
い
の
で
す
。

組
合
で
は
、
助
け
合
い
の

共
済
と
し
て
、
全
労
済
の
火

災
共
済
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま

が
払
い
続
け
た
掛
金
で
多
く

の
方
々
が
助
か
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
３
月
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、
栃
木
県
内

で
約
９
千
件
の
方
々
が
被
災

し
ま
し
た
が
、
７
月
現
在
で
、

全
労
済
栃
木
県
本
部
と
し
て

約
38
億
円
を
お
支
払
し
ま
し

た
。ま

た
、
栃
木
県
は
落
雷
の

多
い
県
で
も
あ
り
、
昨
年
、

全
労
済
栃
木
県
本
部
が
落
雷

で
お
支
払
し
た
金
額
は
、
約

１
億
５
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
住
宅
の
保
険
に
ふ

れ
ま
す
が
、
火
災
保
険
に
は
、

建
物
へ
の
保
険
と
家
財
へ
の

保
険
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
、
金
融
機
関
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
を
借
り
た
場
合
に
加
入
す

る
ロ
ー
ン
専
用
火
災
保
険
は
、

建
物
へ
の
保
険
で
す
。
こ
れ

は
、
建
物
が
燃
え
て
し
ま
っ

た
と
き
に
、
ロ
ー
ン
を
返
済

す
る
た
め
の
保
険
な
の
で
、

自
分
自
身
が
受
け
取
る
保
険

金
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
新
し
く
家

を
建
て
る
た
め
に
は
、
再
度
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ン
専
用
の
火
災
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
追

加
で
建
物
の
保
障
に
加
入
す

る
と
な
る
と
、
返
済
額
に
応

じ
た
分
し
か
加
入
で
き
ま
せ

ん
が
、
家
財
の
保
障
は
、
必

要
な
額
に
加
入
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
の
保
障
は
も

し
も
の
時
の
大
切
な
資
金
に

な
り
ま
す
。
何
も
な
い
所
か

ら
家
を
建
て
る
よ
り
も
ず
っ

と
助
け
に
な
り
ま
す
。

落
雷
の
被
害
に
つ
い
て
も

家
財
の
保
険
や
共
済
で
対
応

で
き
る
の
で
、
家
財
の
保
険

(

共
済)

に
加
入
す
る
こ
と
も
、

ぜ
ひ
お
考
え
く
だ
さ

い
。組

合
で
は
、
全
労

済
の
火
災
共
済
・
自

然
災
害
共
済
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
の
で
、
何
か
聞
き

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

組
合
の
山
口
、
ま
た
は
、
全

労
済
足
利
支
所
（
〇
二
八
四
・

四
二
・
六
〇
三
一
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

由
倉
労
組
の
紹
介
と
言
っ
て

く
だ
さ
い
。

生
活
と
資
産
を
守
る
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

８
月
の
予
定

13
日

地
区
労常

任
委
員
会

23
日

地
区
労
学
習
会

27
日

藤
岡
工
場
納
涼
祭

佐
野
市
原
水
爆
禁
止
協
議
会(

岡
部
正
英
会
長)

は
、
７
月
22
日
佐
野
市
文
化
会
館
で
平
成

23
年
度
の
定
期
大
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会(

広
島
大
会)

に
、
市
内

城
東
中
学
校
か
ら
教
師
２
人
、
中
学
生
３
人
の
計
５
人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
佐

野
で
は
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
中
学
校
か
ら
派
遣
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
に
な
る
。

会長に再任された
岡部正英佐野市長

役員会に参加した城東中の皆さん

日
本
の
鉄
道
で
最
高
時
速

を
出
し
て
い
る
の
は
、
も
ち

ろ
ん
新
幹
線
Ｎ
７
０
０
系
の

「
の
ぞ
み
」
で
、
最
高
速
度

３
０
０
キ
ロ
で
走
行

し
て
い
る
。
た
だ
し
、

３
０
０
キ
ロ
を
出
せ

る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
山
陽
新
幹
線
区
間

で
、
東
海
道
新
幹
線

(

Ｊ
Ｒ
東
海)

区
間
で

は
、
２
７
０
キ
ロ
で

走
行
し
て
い
る
。

新
幹
線
以
外
の
在

来
線
の
最
高
速
度
は
、

Ｊ
Ｒ
で
は
特
急
「
白
鳥
」
が

１
４
０
キ
ロ
で
、
第
3
セ
ク

タ
ー
北
越
急
行
線
内
の
「
は

く
た
か
」
は
１
６
０
キ
ロ
で

走
行
し
て
い
る
。
私
鉄
で
は
、

京
成
電
鉄
の
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
線
経
由
の
「
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
」
が
１
６

０
キ
ロ
で
運
転
さ
れ

て
い
る
。

ち
な
み
に
、
東
北

新
幹
線
で
、
Ｅ
5
系

「
は
や
ぶ
さ
」
が
３

２
０
キ
ロ
運
転
を
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

で
は
、
一
番
遅
い

速
度
で
走
行
さ
れ
て

い
る
の
は
と
い
う
と
、
Ｊ
Ｒ

九
州
肥
薩
線
の
観
光
列
車
で
、

23
・
3
キ
ロ
だ
そ
う
で
す
。

ちょこ鉄雑学③

てっちゃん


